
競 技 注 意 事 項 

１． 競技規則について 

2024年度日本陸上競技連盟規則に準ずるが、児童（小学生）である年齢を考慮した教育的配慮のもとに競技

を進行する。 

なお、小学生については公認記録の対象としないため 2020年度に改正し更新されているシューズ規則に関

するルール 

（第 143条・競技用靴）の適用外とする。また、不正スタート規則に関するルール（第 162条 7）も適用外とす

る。 

２． 競技者の招集方法について 

① 中学生以上は現地（各スタート地点、各競技場所）にて招集を行う。 

小学生は、100ｍスタート後方に招集所を設ける。 

＜小学生の招集＞ 

小学生は招集終了後、係員の指示により競技場所に移動する。 

     ＜招集時間について＞ 

      

② 招集完了時刻に遅れた競技者は、棄権とみなす。 

３． 競技者の変更は認めない。 

４． アスリートビブス（ナンバーカード）について 

アスリートビブスは胸背部につける。（跳躍競技は胸または背のみでも良い。） 

小学生は胸につける。 

５． 走路順、競技順について 

トラック競技予選のレーン順、フィールド競技の試技順は、スタートリスト記載の順による。 

６． 競技場靴について 

    ・競技場は全天候舗装であるため、スパイクの数は 11本以内、長さ 9㎜以内とする。 

 ・WA規則 TR5.2を適用する。小学生は基本的に自由とする。 

７． 競技について 

① ＜トラック種目について＞ 

      100ｍのみ予選タイムレース上位 8人が決勝へ進出する。他は全てタイムレース決勝とする。 

＜跳躍種目について＞ 

 各カテゴリー予選の記録上位８名が決勝へ進出する。 

② 不正スタートは 1回で、失格とする。 

③ トラック競技は写真判定装置を使用する。（１/1000） 

④ 怪我等やむをえず表彰式に参加できない場合はその旨を表彰係に申し出る。代理人でもよい。 

８.ACCリレー 

①事前申し込み者に限る。 

②チーム決め・走順等は、招集所にて決定する。 



９．その他 

  ・SNSに会場の雰囲気や報告として写真がアップされることがあります。ご了承ください。 

  ・食中毒とカラスには注意。 

  ・応急処置を必要とする事故が生じたときは、本部に連絡して処置を受ける。なお、応急処置後の治療は本人負

担とする。 

 

盗撮が多発しているため、写真撮影は選手受付で配布する参加賞内のリボンを、撮影者が目立つところに 

付ける。（付けてない方は撮影できません） 撮影出来ない方は、当大会の無料配布の写真をご活用ください。 


